
新成人記念のつどい 
実行委員会 

竹宇治　淳浩 
遠藤　恒夫 
大和講中丸支部有志一同 
匿名 
匿名 
仲手川　勲 
有限会社鴫立亭 
匿名 
大磯警察署 
匿名 
有限会社岩田土木管工 
飯高　茂 
渡辺　隆 
長尾　亜夫 
福岡日米協会 
磯中バレー部ＯＢ有志 
大磯町食生活改善推進団体 
大磯地区更生保護女性会 

大磯町 
 
大磯町 
二宮町 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
※※※※※※ 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
東京都府中市 
東京都杉並区 
福岡県福岡市 
福岡県福岡市 
大磯町 
大磯町 
大磯町 

氏名（名称） 住所（所在地） 寄附金額 

¥28,380 
 

¥10,000 
¥20,000 

※※※※※ 
¥10,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥100,000 
¥20,000 
¥10,000 

※※※※※ 
¥5,000 

※※※※※ 
※※※※※ 
※※※※※ 
¥10,000 
¥10,000 
¥20,000

有限会社田中電設工業 

株式会社プリンスホテル 
役員有志一同 

匿名 
小諸市議会 
小諸市体育協会 
匿名 
大磯神輿連合会 
文化堂印刷株式会社 
匿名 
寒川町商工会 
間宮　恒行 
匿名 
森田　邦夫 
大磯まちづくり会議 

社会福祉法人おおいそ福祉会 
利用者家族会 

社会福祉法人おおいそ福祉会 
職員、ヘルパー有志20名 

社会福祉法人おおいそ福祉会 
匿名 

大磯町 

東京都豊島区 
 
大磯町 
長野県小諸市 
長野県小諸市 
大磯町 
大磯町 
小田原市 
大磯町 
寒川町 
大井町 
平塚市 
大磯町 
大磯町 

大磯町 
 

大磯町 
 
大磯町 
※※※※※※ 

氏名（名称） 住所（所在地） 寄附金額 
¥10,000 

¥90,000 
 

¥10,000 
¥100,000 
¥50,000 
¥5,000 
¥10,000 

※※※※※ 
¥50,000 

※※※※※ 
¥100,000 
¥10,000 
¥50,000 
¥50,000 

¥20,000 
 

¥30,000 
 

¥50,000 
¥10,000

  （寄附受付順、敬称略） ２月16日現在、総額34,920,472円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。 

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243※上記のほか、８名の方から計72,994円のご寄附をいただいております。 

広報おおいそ　平成22年（2010年）4月 10

大
磯
の
賢
人 

吉
田 

茂 

対
中
国
政
策 

連
載
シ
リ
ー
ズ 

７ 

▲大正１１年頃。 
　天津総領事時代 
（写真／吉岡氏所蔵） 

　
吉
田
は
大
正
11
年
か
ら
３

年
余
り
総
領
事
と
し
て
天
津

に
勤
務
し
た
後
、
大
正
14
年
に
奉
天（
現
・
遼
寧
省
瀋

陽
市
）総
領
事
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
奉
天
は

軍
閥
の
首
領
・
張
作
霖
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
初
、
吉
田
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
か
ノ
ル
ウ
ェ

ー
公
使
に
任
命
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
奉
天
総
領

事
の
適
任
者
が
他
に
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
実
現

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
気
の
毒
に
思
っ
た
外

相
・
幣
原
喜
重
郎
は
、
吉
田
を
高
等
官
一
等
に
昇
格

さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
優
遇
に
期
待
し
た
吉
田

で
す
が
、
吉
田
と
共
に
同
期
の
広
田
弘
毅
の
昇
進
も

申
請
さ
れ
た
結
果
、
昇
格
し
た
の
は
広
田
だ
け
で
し

た
。
そ
の
代
わ
り
に
貰
っ
た
首
相
・
加
藤
高
明
直
筆

に
よ
る
紹
介
状
を
持
参
し
て
、
吉
田
は
張
作
霖
の
お

膝
元
・
奉
天
に
乗
り
込
み
ま
す
。
外
務
省
入
省
以
来
、

直
接
親
し
く
接
し
、
感
化
を
受
け
た
歴
代
大
臣
中
、

最
も
古
い
と
い
う
加
藤
も
、
明
治
35
年
に
大
磯
に
別

荘
を
購
入
し
て
い
ま
す
。 

　
加
藤
内
閣
に
続
き
、
若
槻
禮
次
郎
内
閣
の
も
と
で

外
相
を
務
め
た
幣
原
に
よ
っ
て
、
中
国
に
対
し
て
内

政
不
干
渉
主
義
を
採
る
「
幣
原
外
交
」
が
展
開
さ
れ

る
一
方
、
陸
軍
は
張
の
傀
儡
化
を
画
策
し
て
お
り
、

張
は
陸
軍
の
支
援
を
背
景
に
権
力
を
増
大
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
吉
田
は
外
務
省
、
陸
軍
、
関
東
庁
、
南
満

州
鉄
道
株
式
会
社
と
い
っ
た
諸
機
関
等
に
よ
る
多
頭

政
治
こ
そ
、
対
中
国
政
策
遂
行
の
弊
害
に
な
っ
て
い

る
と
主
張
し
、
外
交
の
一
元
化
を
切
望
し
ま
す
。 

　
昭
和
２
年
若
槻
内
閣
に
代
わ
り
、
田
中
義
一
内
閣

が
発
足
す
る
と
、
田
中
が
外
相
も
兼
務
し
ま
す
。
幣

原
外
交
と
し
ば
し
ば
対
比
さ
れ
る
「
田
中
外
交
」
は
、

対
中
国
積
極
外
交
を
標
榜
と
し
ま
し
た
。
同
年
、
田

中
外
相
の
も
と
で
開
か
れ
た
「
東
方
会
議
」（
対
中
国

政
策
に
関
す
る
会
議
）の
後
、
奉
天
省
長
・
莫
徳
恵

と
の
交
渉
に
お
い
て
、
中
国
側
の
態
度
に
業
を
煮
や

し
た
吉
田
は
、
北
京
と
奉
天
を
繋
ぐ
京
奉
線
軍
用
列

車
の
満
鉄
線
付
属
地
通
過
を
停
止
さ
せ
る
と
い
う
強

硬
策
を
断
行
し
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
こ
の
強
硬

策
に
対
し
、
田
中
外
相
は
、
北
京
の
芳
沢
謙
吉
公
使

に
よ
る
交
渉
を
待
つ
よ
う
、
強
硬
策
の
実
行
を
差
し

止
め
る
旨
の
訓
令
を
出
し
、
交
渉
の
場
が
北
京
へ
と

移
さ
れ
ま
し
た
。
対
中
外
交
に
お
け
る
交
渉
の
場
を

失
っ
た
吉
田
は
、
同
年
12
月
奉
天
総
領
事
を
退
任

し
、
奉
天
を
去
り
ま
す
。 

　
か
つ
て
は
権
勢
を
誇
っ
た
張
で
す
が
、昭
和
３
年
、

蒋
介
石
率
い
る
国
民
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
に
敗
れ
、

列
車
で
北
京
か
ら
脱
出
す
る
途
中
、
関
東
軍
高
級
参

謀
・
河
本
大
作
ら
に
よ
っ
て
爆
殺
さ
れ
ま
し
た
。 

　
終
始
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
吉
田
と
張
。
張
は
あ
る

時
、
有
力
方
面
に
お
礼
の
挨
拶
と
し
て
虎
の
皮
を
贈

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
後
に
分
か
っ
た
こ
と
で

す
が
、
張
が
吉
田
に
送
っ
た
の
は
、
最
も
小
さ
い
虎

の
皮
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。（『
回
想
十
年
』
第
四
巻
） 

◎
問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員 

　
曽
根
田
　
☎
（
61
）４
７
０
０ 

か
い
ら
い 

ば
く
と
く
け
い 


